
(57)【要約】

【課題】不要な雑音、特に第６高調波および第７高調波

を抑制できる電子レンジ用マグネトロンを提供すること

。

【解決手段】陽極円筒１１の内側に位置する陰極１２と

、陽極円筒１１の内壁から陰極１２方向に向って放射状

に配置した複数のベイン１３と、複数のベイン１３を１

つおきに接続する第１ストラップリング１４ａと、この

第１ストラップリング１４ａよりも内側に位置し複数の

ベインを１つおきに接続する第２ストラップリング１４

ｂとを具備し、発振周波数が２４５０ＭＨｚ帯の電子レ

ンジ用マグネトロンにおいて、第２ストラップリング１

４ｂの内径が、陽極円筒１１の直径上に位置する２つの

ベイン１３どうしの内側端部間距離の１．４５倍～１．

５３倍である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 陽 極 円 筒 の 内 側 に 位 置 す る 陰 極 と 、 前 記 陽 極 円 筒 の 内 壁 か ら 前 記 陰 極 方 向 に 向 っ て 放 射
状 に 配 置 し た 複 数 の ベ イ ン と 、 前 記 複 数 の ベ イ ン の 上 下 で １ つ お き に 交 互 に 接 続 す る 一 対
の 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ と 、 こ の 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ よ り も 内 側 に 位 置 し 、 前 記 複 数 の
ベ イ ン の 上 下 で １ つ お き に 交 互 に 接 続 す る 一 対 の 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ と を 具 備 し 、 発 振
周 波 数 が ２ ４ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン に お い て 、 前 記 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ
ン グ の 内 径 が 、 前 記 陽 極 円 筒 の 直 径 上 に 位 置 す る ２ つ の ベ イ ン ど う し の 内 側 端 部 間 距 離 の
１ ． ４ ５ 倍 ～ １ ． ５ ３ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 レ ン ジ の 高 周 波 加 熱 源 な ど に 使 用 さ れ る 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 高 周 波 を 発 生 す る 電 子 管 で 、 そ の 発 振 本 体 部 分 は 陽 極 円 筒
お よ び 陽 極 円 筒 の 内 側 空 間 に 位 置 す る 陰 極 、 陽 極 円 筒 の 内 壁 か ら 陰 極 に 向 っ て 放 射 状 に 配
置 さ れ る 複 数 の ベ イ ン な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 し た 構 成 に お い て 、 入 力 部 か ら 陰 極 に 電 力 を 供 給 し 、 発 振 本 体 部 分 に 発 生 す る 高 周
波 を ア ン テ ナ な ど の 出 力 部 か ら 外 部 に 取 り 出 す 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 動 作 時 、 ２ ４ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ の 基 本 波 の 他 に 、 数 百 ｋ Ｈ ｚ か
ら 数 十 Ｇ Ｈ ｚ の 広 範 囲 に わ た る 雑 音 を 発 生 す る 。 雑 音 は 、 出 力 部 を 構 成 す る ア ン テ ナ や 陰
極 に 電 力 を 供 給 す る 入 力 端 子 な ど を 通 し て 外 部 に 漏 洩 し 、 各 種 の 通 信 な ど に 妨 害 を 与 え る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ の た め 、 従 来 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン で は 、 雑 音 を 抑 制 す る い ろ い ろ な 方 法 が 提
案 さ れ て い る 。 た と え ば 出 力 部 で は 高 周 波 を 阻 止 す る チ ョ ー ク 構 造 が 設 け ら れ 、 入 力 部 で
は 貫 通 コ ン デ ン サ ー と チ ョ ー ク コ イ ル か ら な る フ ィ ル タ ー 回 路 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 し た 従 来 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 特 許 文 献 １ な ど に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ５ １ ０ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 出 力 部 に 設 け た チ ョ ー ク 構 造 お よ び 入 力 部 に 設 け
た フ ィ ル タ ー 回 路 な ど に よ り 、 高 調 波 な ど 不 要 な 雑 音 を 抑 制 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン を 組 み 込 ん だ 電 子 レ ン ジ の 場 合 、 高 周 波 妨 害 規 定
（ Ｃ ． Ｓ ． Ｐ ． Ｒ ） で 適 用 さ れ る 周 波 数 範 囲 は 、 こ れ ま で 第 ５ 高 調 波 ま で と な っ て い る 。
そ の た め 、 従 来 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 第 ５ 高 調 波 ま で の 高 周 波 妨 害 に つ い て は 十
分 に 対 応 で き る 構 造 に な っ て い る 。 し か し 、 そ れ よ り も 高 次 の 高 調 波 に つ い て は 十 分 に 抑
制 で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 欠 点 を 解 決 し 、 不 要 な 雑 音 、 特 に 第 ６ 高 調 波 お よ び 第 ７ 高 調 波 を 抑
制 で き る 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 本 発 明 は 、 陽 極 円 筒 の 内 側 に 位 置 す る 陰 極 と 、 前 記 陽 極 円 筒 の 内 壁 か ら 前 記 陰 極 方 向 に
向 っ て 放 射 状 に 配 置 し た 複 数 の ベ イ ン と 、 前 記 複 数 の ベ イ ン の 上 下 で １ つ お き に 交 互 に 接
続 す る 一 対 の 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ と 、 こ の 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ よ り も 内 側 に 位 置 し 、
前 記 複 数 の ベ イ ン の 上 下 で １ つ お き に 交 互 に 接 続 す る 一 対 の 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ と を 具
備 し 、 発 振 周 波 数 が ２ ４ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ 帯 の 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン に お い て 、 前 記 第 ２ ス
ト ラ ッ プ リ ン グ の 内 径 が 、 前 記 陽 極 円 筒 の 直 径 上 に 位 置 す る ２ つ の ベ イ ン ど う し の 内 側 端
部 間 距 離 の １ ． ４ ５ 倍 ～ １ ． ５ ３ 倍 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 側 に 位 置 す る 径 の 小 さ い 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ の 内 径 が 、 陽 極 円 筒
の 直 径 上 に 位 置 す る ２ つ の ベ イ ン の 内 側 端 部 間 距 離 の １ ． ４ ５ 倍 ～ １ ． ５ ３ 倍 に 設 定 さ れ
、 不 要 な 高 調 波 、 と く に 第 ６ お よ び 第 ７ 高 調 波 を 抑 制 し た マ グ ネ ト ロ ン が 実 現 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 １ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン の 発 振 本 体 部 分 を 構 成 す る 陽 極 円 筒 １ １ の 内 側 に 螺 旋 状 に 巻
い た 陰 極 １ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 陰 極 １ ２ は 管 軸 ｍ に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 陽 極
円 筒 １ １ の 内 壁 か ら 陰 極 １ ２ 方 向 に 向 っ て 、 か つ 陽 極 円 筒 １ １ の 円 周 方 向 に 等 間 隔 に 、 複
数 た と え ば 偶 数 個 の ベ イ ン １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ベ イ ン １ ３ の 外 側 端 部 は 陽 極 円 筒 １ １
内 壁 に 固 定 さ れ 、 内 側 端 部 は 遊 端 に な っ て い る 。 各 ベ イ ン １ ３ の 図 示 上 辺 お よ び 図 示 下 辺
は 、 そ れ ぞ れ 径 の 大 き い 一 対 の 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ａ 、 お よ び 、 第 １ ス ト ラ ッ プ リ
ン グ １ ４ ａ の 内 側 に 位 置 し 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ａ よ り も 径 の 小 さ い 一 対 の 第 ２ ス ト
ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ｂ に よ っ て １ つ お き に 交 互 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 た と え ば ベ イ ン １ ３ の 図 示 上 辺 は 、 １ つ の ベ イ ン １ ３ か ら 数 え て 奇 数 番 目 の ベ イ ン １ ３
ど う し が 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ａ で 接 続 さ れ 、 偶 数 番 目 の ベ イ ン １ ３ ど う し が 第 ２ ス
ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ｂ で 接 続 さ れ て い る 。 ベ イ ン １ ３ の 図 示 下 辺 は 、 逆 に 、 奇 数 番 目 の ベ
イ ン １ ３ ど う し が 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ｂ で 接 続 さ れ 、 偶 数 番 目 の ベ イ ン １ ３ ど う し
が 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ａ で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 陽 極 円 筒 １ １ の 上 下 開 口 部 分 に 第 １ ポ ー ル ピ ー ス １ ５ お よ び 第 ２ ポ ー ル ピ ー ス １ ６ が 配
置 さ れ 、 陽 極 円 筒 １ １ の 周 囲 に 、 陽 極 円 筒 １ １ を 冷 却 す る た め の 複 数 の 冷 却 用 フ ィ ン １ ７
が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ ポ ー ル ピ ー ス １ ５ に 第 １ 金 属 容 器 １ ８ が 気 密 接 合 さ れ 、 第 １ 金 属 容 器 １ ８ に 第 １ 金
属 リ ン グ １ ９ が 気 密 接 合 さ れ て い る 。 第 １ 金 属 リ ン グ １ ９ に 第 ２ 金 属 リ ン グ ２ ０ が 接 合 さ
れ 、 第 ２ 金 属 リ ン グ ２ ０ に 絶 縁 筒 ２ １ が 気 密 接 合 さ れ て い る 。 ま た 、 絶 縁 筒 ２ １ に 封 止 リ
ン グ ２ ２ が 気 密 接 合 さ れ 、 封 止 リ ン グ ２ ２ に 排 気 管 ２ ３ が 封 止 さ れ て い る 。 封 止 リ ン グ ２
２ お よ び 排 気 管 ２ ３ は キ ャ ッ プ ２ ４ で 保 護 さ れ て い る 。 ま た 、 出 力 部 を 構 成 す る ア ン テ ナ
２ ５ の 一 端 が 排 気 管 ２ ３ に 接 続 さ れ て い る 。 ア ン テ ナ ２ ５ の 他 端 は 絶 縁 筒 ２ １ な ど の 内 側
空 間 を 通 り 、 ベ イ ン １ ３ の １ つ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 第 １ 金 属 容 器 １ ８ お よ び 第 ２ 金 属 リ ン グ ２ ０ な ど の 部 分 に 、 ２ 重 の 円 筒 状 壁 構 造
部 分 Ｃ １ 、 Ｃ ２ が 形 成 さ れ 、 高 調 波 を 阻 止 す る い わ ゆ る １ ／ ４ 波 長 チ ョ ー ク 構 造 が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ ポ ー ル ピ ー ス １ ６ に 第 ２ 金 属 容 器 ２ ６ が 気 密 接 合 さ れ 、 第 ２ 金 属 容 器 ２ ６ に
陰 極 ス テ ム ２ ７ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 第 １ ポ ー ル ピ ー ス １ ５ の 上 方 お よ び 第 ２ ポ ー ル ピ ー ス １ ６ の 下 方 に 環 状 の 永 久 磁 石 ２ ８
ａ 、 ２ ８ ｂ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 陽 極 円 筒 １ １ お よ び 冷 却 用 フ ィ ン １ ７ 、 永 久 磁 石 ２
８ ａ 、 ２ ８ ｂ を 囲 む よ う に 、 磁 路 を 形 成 す る 磁 気 ヨ ー ク ２ ９ が 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 金 属
リ ン グ １ ９ を 囲 む 磁 気 ヨ ー ク ２ ９ の 内 側 部 分 に は 導 電 ガ ス ケ ッ ト ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 陰 極 ス テ ム ２ ７ の 内 側 部 分 に セ ン タ ー ロ ッ ド ３ １ お よ び サ イ ド ロ ッ ド ３ ２ が 配 置
さ れ て い る 。 セ ン タ ー ロ ッ ド ３ １ は 陰 極 １ ２ の 図 示 上 方 に 位 置 す る 出 力 側 端 部 に 接 続 し 、
サ イ ド ロ ッ ド ３ ２ は 陰 極 １ ２ の 図 示 下 方 に 位 置 す る 入 力 側 端 部 に 接 続 し て い る 。 陰 極 ス テ
ム ２ ７ の 外 側 部 分 に 、 フ ィ ル タ 回 路 を 構 成 す る コ イ ル ３ ３ お よ び コ ン デ ン サ ３ ４ が 接 続 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 陰 極 ス テ ム ２ ７ お よ び コ イ ル ３ ３ は フ ィ ル タ ケ ー ス ３ ５ に 囲 ま れ 、 コ ン デ ン サ ３ ４ は 、
フ ィ ル タ ケ ー ス ３ ５ を 貫 通 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 発 振 本 体 部 分 を 構 成 す る 陽 極 部 分 に つ い て 、 図 １ の 陽 極 円 筒 １ １ や ベ イ ン １ ３ な
ど の 各 部 分 を 抜 き 出 し 、 上 方 か ら 見 た 図 ２ の 概 略 上 面 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 図 ２ は
、 図 １ に 対 応 す る 部 分 に 同 じ 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 を 一 部 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 陽 極 円 筒 １ １ の 内 側 空 間 に 、 陽 極 円 筒 １ １ の 円 周 方 向 に 等 間 隔 に 、 か つ 陽 極 円 筒 １ １ 内
壁 か ら 中 心 方 向 に 向 っ て 複 数 個 、 た と え ば １ ０ 個 の ベ イ ン １ ３ ａ ～ １ ３ ｊ が 設 け ら れ て い
る 。 こ の と き 、 陽 極 円 筒 １ １ の 直 径 上 に ２ つ の ベ イ ン １ ３ 、 た と え ば １ ３ ａ と １ ３ ｆ 、 １
３ ｂ と １ ３ ｇ 、 … が 対 に な っ て 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 陽 極 円 筒 １ １ の 内 径 を ２ ｒ ｖ 、 陽 極 円 筒 １ １ の 直 径 上 に 位 置 す る ２ つ の ベ イ ン
、 た と え ば ベ イ ン １ ３ ａ と ベ イ ン １ ３ ｆ の 内 側 端 部 間 の 距 離 を ２ ｒ ａ 、 第 １ ス ト ラ ッ プ リ
ン グ １ ４ ａ の 外 径 を Ｌ Ｓ 、 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ｂ の 内 径 を Ｓ Ｓ と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 陽 極 円 筒 の 内 径 （ ２ ｒ ｖ ） と ベ イ ン 先 端 間 の 距 離 （ ２ ｒ ａ ） と の 比 率 （ ｒ ａ ／
ｒ ｖ ） が ０ ． ２ ２ か ら ０ ． ２ ８ の 範 囲 、 ま た 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ の 外 径 （ Ｌ Ｓ ） と ベ イ
ン 先 端 間 の 距 離 （ ２ ｒ ａ ） と の 比 率 （ Ｌ Ｓ ／ ２ ｒ ａ ） が ２ か ら ２ ． ３ の 範 囲 を 共 振 器 の 設
計 条 件 と し 、 こ の 設 計 条 件 で 、 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ の 内 径 （ Ｓ Ｓ ） と ベ イ ン 先 端 間 の 距
離 （ ２ ｒ ａ ） の 比 率 （ Ｓ Ｓ ／ ２ ｒ ａ ） を １ ． ４ ５ か ら １ ． ５ ３ の 範 囲 に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 し た 構 成 に お い て 、 入 力 部 か ら 陰 極 １ ２ に 電 力 が 供 給 さ れ 、 発 振 本 体 部 分 で 発 生 す
る 高 周 波 が ア ン テ ナ ２ ５ な ど か ら な る 出 力 部 を 通 し て 外 部 に 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 電 子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン は 、 動 作 時 、 ２ ４ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ の 基 本 波 の 他 に 、 数 百 ｋ Ｈ ｚ か
ら 数 十 Ｇ Ｈ ｚ の 広 範 囲 に わ た る 雑 音 を 発 生 す る 。 こ れ ら の 雑 音 は 、 出 力 部 に 設 け た １ ／ ４
波 長 チ ョ ー ク 構 造 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 、 お よ び 、 入 力 部 に 設 け た フ ィ ル タ 回 路 に よ っ て 外 部 へ の 漏
洩 が 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ｂ の 内 径 （ Ｓ Ｓ ） と 陽 極 円 筒 １ １ の 直 径 上 に 位 置 す る
ベ イ ン １ ３ ど う し の 内 側 端 部 間 の 距 離 （ ２ ｒ ａ ） の 比 率 （ Ｓ Ｓ ／ ２ ｒ ａ ） を １ ． ４ ５ か ら
１ ． ５ ３ の 範 囲 に 設 定 し 、 第 ６ 高 調 波 お よ び 第 ７ 高 調 波 を 抑 制 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ １ ４ ｂ の 内 径 （ Ｓ Ｓ ） と ベ イ ン １ ３ の 内 側 端 部 間 の 距 離
（ ２ ｒ ａ ） の 比 率 （ Ｓ Ｓ ／ ２ ｒ ａ ） と 雑 音 レ ベ ル と の 関 係 を 図 ３ で 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ の 横 軸 は （ Ｓ Ｓ ／ ２ ｒ ａ ） 、 縦 軸 は 雑 音 レ ベ ル （ ｄ Ｂ ｍ ） で 、 符 号 Ａ ～ Ｆ は そ れ ぞ
れ 順 に 第 ２ 高 調 波 ～ 第 ７ 高 調 波 の 雑 音 レ ベ ル を 示 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 （ Ｓ Ｓ １ ／ ２ ｒ ａ ） が １ ． ４ ５ か ら １ ． ５ ３ の 範 囲 、 望 ま し く は １
． ４ ８ か ら １ ． ５ ２ の 範 囲 で 、 第 ６ 高 調 波 （ 符 号 Ｅ ） お よ び 第 ７ 高 調 波 （ 符 号 Ｆ ） が 抑 制
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ３ 高 調 波 （ 符 号 Ｂ ） の 特 性 は 、 （ Ｓ Ｓ １ ／ ２ ｒ ａ ） が １ ． ４ ５ か ら １ ． ５ ３ の 範 囲 で
右 下 が り に な っ て い る 。 そ の た め 、 第 ３ 高 調 波 も 併 せ て 抑 制 す る 場 合 は 、 （ Ｓ Ｓ １ ／ ２ ｒ
ａ ） を ほ ぼ １ ． ５ ３ の 値 に 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 し た 構 成 に よ れ ば 、 不 要 な 雑 音 、 と く に 第 ６ 高 調 波 お よ び 第 ７ 高 調 波 を 抑 制 し た 電
子 レ ン ジ 用 マ グ ネ ト ロ ン を 実 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 概 略 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 図 で 、 陽 極 の 主 要 部 分 を 抜 き 出 し た 概 略 の 上 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 特 性 を 示 す 特 性 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ １ … 陽 極 円 筒
１ ２ … 陰 極
１ ３ … ベ イ ン
１ ４ ａ … 第 １ ス ト ラ ッ プ リ ン グ
１ ４ ｂ … 第 ２ ス ト ラ ッ プ リ ン グ
１ ５ … 第 １ ポ ー ル ピ ー ス
１ ６ … 第 ２ ポ ー ル ピ ー ス
１ ７ … 冷 却 フ ィ ン
２ ５ … ア ン テ ナ
２ ７ … 陰 極 ス テ ム
２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ … 永 久 磁 石
２ ９ … 磁 気 ヨ ー ク
３ ０ … 導 電 ガ ス ケ ッ ト
３ １ … セ ン タ ー ロ ッ ド
３ ２ … サ イ ド ロ ッ ド
３ ３ … コ イ ル
３ ４ … コ ン デ ン サ
３ ５ … フ ィ ル タ ケ ー ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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